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森林資源

国連（FAO）によるGlobal Forest Resources Assessment 2020

■世界の森林面積（自然林＋人工林）
約40億ヘクタール（地球の陸地の面積の約1/3）

■世界の自然林減少
1990年以降、4億2000万ヘクタールの森林が消失
直近の５年間も、年間約1000万ヘクタール (東京都の約45倍)が減少

■アマゾン、東南アジア、アフリカなどの
熱帯地域で急速な自然林減少

■要因
森林火災、薪利用、農地・植林地拡大など

FAO: Food and Agriculture Organization of the United Nations
（国連食料農業機関）http://www.fao.org/forest-resources-assessment/en/

http://www.fao.org/forest-resources-assessment/en/


森林破壊の原因は？



●は主要因
●は主要因に次ぐ要因



インドネシア スマトラ島
©︎Neil Ever Osborne / WWF-US

多種多様な樹種が混在する自然の熱帯林は、多
くの生き物が生息する“生物多様性の宝庫”

同時に自然の生態系が生み出す多面的機能は
周辺に暮らす人々の生活を支える



自然の森の価値

◼ 生物多様性（陸上の生物多様性の約8割は森に）

◼ 地域住民や先住民の暮らしの基盤

◼ 水源地（涵養）

◼ 洪水や土砂くずれなどの災害を防止

◼ 気候変動を抑制、その影響を緩和するもの

◼ 動物由来感染症のセーフガード



自然林減少の主要因

農地・植林地の拡大

インドネシア スマトラ島

紙パルプ用コンセッション

©WWF Indonesia

森林破壊・土地転換



水を抜いた後には伐採し植林する（ボルネオ島）© WWF Japan

自然林 ⇒ プランテーションに転換

森林破壊・土地転換



泥炭湿地の開発

熱帯性の湿地（炭素＋水分）

枯れた木や植物などが水中で完全には分解されないまま、蓄えられている状態

泥炭湿地の上にある
自然の森

©WWF Indonesia



泥炭湿地に水路をつくって排水、土地を乾燥させる

→泥炭湿地へ
©WWF Indonesia

土地転換



自然林減少による野生生物
の減少・絶滅危機。

企業と地域住民との間で
生じる紛争。強制的な立
ち退きや暴力行為。

泥炭火災と煙害、温室効
果ガス排出、健康被害。

森林破壊や土地転換により引きこされる負の影響
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責任は誰に？
森林破壊・土地転換＋人権侵害とは無関係な

サプライチェーンを求める動き

© WWF Indonesia

Deforestation/Conversion Free Supply Chain



世界で求められるサステナブル調達：国際社会の動き

EUTR
欧州木材

規制
2013

EU
DD義務化
2021.11月
法案提出

グリーン購入法
2006

クリーン
ウッド法

2017

アメリカ
改正レイシー法

2008

オーストラリア
違法伐採禁止法

2014

デューデリジェンス（Due 
Diligence）
事業者が、生産者やサプライヤー
の責任にすせず自己の責任とし
て、情報収集を行い、
リスクを評価をして、もしリスクがあ
るのであれば然るべきリスク低減
措置を取ること

GPSNR
持続可能な天然ゴム

2019

パーム油
RSPO
2004

木材・紙
FSC
1994

… 点線は民間の動き

NY森林宣言

2014

グラスゴー
首脳宣言

2021

UK
DD義務

化へ

ドイツ
DD法
2023

米連邦議
会DD法

提出



NGOからの要請や批判的なキャンペーン

2021東京五輪
「持続可能性」への批判

パーム油の調達改善を求め
抗議活動

金融機関に対し気候変動への
取り組み強化を求める

メディアやSNSを通じて広く世の中の注目を集める
→顧客、投資家、消費者などの目に



東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会：持続可能性に配慮した調達コード
木材・紙の調達基準の持続可能性に関する基準２（原則）

• 合法性を超える確認であり、必要な項目はおおむね網羅されている

• ③~⑤は紙の文言に統一してはどうか

木材調達基準の持続可能性に関する原則

① 伐採に当たって、原木の生産された国又は地域における
森林に関する法令等に照らして手続きが適切になされた
ものであること

② 中長期的な計画又は方針に基づき管理経営されている森
林に由来するものであり、森林の農地等への転換に由来
するものでないこと

③ 伐採に当たって、生態系の保全に配慮されていること

④ 伐採に当たって、先住民族や地域住民の権利に配慮され
ていること

⑤ 伐採に従事する労働者の安全対策が適切に取られている
こと

紙調達基準の持続可能性に関する原則

① 伐採・採取に当たって、原木等の生産された国又は地域に
おける森林その他の採取地に関する法令等に照らして手続
きが適切になされたものであること

② 中長期的な計画又は方針に基づき管理経営されている森林
その他の採取地に由来すること

③ 伐採・採取に当たって、生態系が保全され、また、泥炭地
や天然林を含む環境上重要な地域が適切に保全されている
こと

④ 森林等の利用に当たって、先住民族や地域住民の権利が尊
重され、事前の情報提供に基づく、自由意思による合意形
成が図られていること

⑤ 伐採・採取に従事する労働者の労働安全・衛生対策が適切
にとられていること

FPIC（Free Prior Informed Consent）



前提として、国際的に信頼され

る認証や、第3者による監査など

で客観性・透明性を担保すべき

非認証材の持続可能性について、

事業者はどのように①～⑤の項

目を確認するのか不明確

事業者による自主確認任せにみ

えるので、より透明性をもった

報告が必要

代替案：
原則、森林認証 （紙の場合は再生紙）にし、やむをえない場合は「書面に記録」ではなく、「・・・基準を満たしている
ことを確認してその結果を報告、もしくは基準を満たしていることを証明する第三者の監査報告を提出」とする

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会:持続可能性に配慮した調達コード
ポイント① 非認証木材・紙の確認方法



基準7（木材）および基準

５（紙）は、製品そのもの

だけでなく、地域やサプラ

イヤーのリスク管理を可能

にする重要な項目

一方で、「推奨」では意味

がない

代替案：
サプライヤーは、伐採地までのトレーサビリティを確保しの観点も含め、可能な範囲で当該木材の原産地や製造事業者
に関する指摘等の情報を収集し、その信頼性・客観性等にを十分に確認留意しつつ、上記 2 を満たさない木材を生産
する事業者から調達するリスクの低減に活用することが推奨される。

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会：持続可能性に配慮した調達コード
ポイント② 産地と製造事業者のデューデリジェンスを通したリスク低減



• 持続可能性に配慮した木材および紙製品の基準２で掲げる原則は、合法性を超えた持続可能性
に配慮しているといえる。③~⑤は、木材、紙とも、紙の文言に統一しては

• 一方、原則をどのように確認・担保するのか、という運用の部分が脆弱であり、結果的に透明
性に欠ける

✓ 国際的に信頼される認証や、第3者による監査などで客観性・透明性を担保すべき

✓ 基準7（木材）および基準５（紙）は、製品そのものだけでなく、産地やサプライヤーのリスク管理
を可能にする非常に重要な項目であるが、「推奨」では不十分

• プラスチックの代替品として紙が調達される場合も多々あると考えられ、紙の方針の内容が適
切であることは非常に重要。また、紙の持続可能性に関する方針があることをきちんと周知す
ることも重要

オリパラ調達コードを踏まえた大阪・関西万博調達コードへの提言
まとめ

参考：東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会：持続可能性に配慮した調達コード
https://www.tokyo2020.jp/image/upload/production/e2aw16fxfxmv8zwuo2rt.pdf



ありがとうございました

WWFジャパン 森林グループ
Email: forest@wwf.or.jp




